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求した処，総蛋白質特にアルブミンの急墜を來した。この
：場合興味ある箏実としてα一グロブリンは一過性に寧ろ上
昇傾向を示したが，易動蛋：白質は移動を示さず」gの存窪を
認め難い。
総括並びに考按
　以上によりCalvinの二軍な食塩水二二法で，い
わゆる．面し漿蛋Ti－1質の動的2F衡論によって唱i導され
た易動蛋自質と1呼ばれるかたちの動員蛋白の証明
がil∫能であると考’える。
　その蛋自質の分屑を考察するとアルブミンが主
役を演じ，一．・部α一二はγ一グロブリンの消長する庭
も認められたが，一般に不定の成績を示し，主要
な意義をもつとぽ：考’えらd－しない。
　無論かかる誼L漿蛋白質動的L’ド衡の分一的観察と
称したものは，あくまでもCalvin法によって示
された範囲内の現象についていうのであって，
Calvin．法そのものについても2，3の追試確認2）’り
はあるが，今後各種濃度の食塩水についての実験
食塩水以外の実験，動員蛋白構成組材の追．求，特
に放射性同位元素アミノ酸の借用による検討等の
余地が残されている。またSchoenheimer流に
turnover現象が軍にプ・・一ルされている蛋肖質が．n’1’i．
・漿蛋白質の損耗に慮じて導かれるという経路をと
るのでなく，休内にある各種蛋白質の心材と．して
のアミノ酸が，そうした間にあっても絶えず．継続
的に変換縛移を繰り喰えしているということであ
れば，これ等の易動金属質が主としてアルブミン
であると称しても，当然そこteプールされていて
易動線n質の喧嘩をなすと考えられる組織内のア
ルブミンとrflL漿内アルブミンとが全く同一化学的
また形態学的性格のもめであるか否かについての
問題も生れてくる。との点については，Tarver，
』Schmidt等1s）の実験があるが成功をみて）・ない。
しかしBorsook，　Dubnoffi9）は構造上本質的な相異
はあるまいと．いっている。
　即ち，著者等の実験範囲内で．いえることは，か
かる簡易な方法によって一憲は動員されてくる易
動蛋白質が認められ，しかもその主体をなすもの
は，電i氣泳動的にアルブミン峰に相当していると
・いう事実である。
　i次に肝機能障碍をオく実瞼につけ1加えて観察する
と，明かに：易動蛋白質の柳眉なプ・・一一ル源は肝臓に
あることがわかる。この点については甑にAddisH）
を始め多数諸家の説く庭でも明かであるが，余ら
ltq）　Tarver，　H．　＆　Sehmidt，　C一　L．　A，：　J．　Biol．　Chem．
　146，　69　（1942一）．
19）　Borsook，　H．　＆　Dubnofr，　J　W．　：　Ann，　Rev．　Biochem．
　12，　’IS3　“943）．
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の実瞼においても肝機能障碍によって易動蛋白質
の著明な減少が認められる。またこの時の並L漿蛋
白質も著減する。しかもその恢復時には血漿蛋白
質は復奮しても，なお易動蛋白質ぽ充分に’薔値に
戻っていな）、。恢復時の増量分屑につbては減、少
期における程．に著明な特定分屑の攣動を認め得な
い。この点についてぽなお研究の余地があるもの
と考える。
　また餓飢等による実験的低蛋白症の際に，並L漿
蛋白質は必ずしも減少を示さないが，易動蛋白質
は著明に滅少を示す。
　即ち，先の審実とこの事実は，動的判i衡論の端
的な裏づけ’をなすもので，血漿蛋白質の減少に慮．
じた易動蛋白質の総動員を示すものと考えられる。
またこれ等の点からも，本法による易動蛋白質測
定の可能でil＞ることが再確認出來得よう。
　以上を総括するにCalvin法に從って伯L漿・蛋白
質の動的：lsi衡，その際の易動蛋白質の存在が証明
し得ることを認め，更にこれを肝機能の健否を中
心にして分三三に調査するに，肝に貯藏されてい
るアルブミンが動員の柔体をなすものであること
を・再確認した。
なお本法そのものの槍討と同ll吉・に，
しているので後報の予定である。
結 論
その臨床慮用を企図
　Calvin法によってmL漿蛋白質の動内乎衡を確認
し，易動蛋白質を分厨的に観察し，更にその場合
の．肝の役割を調査した。
　　　　　　　　　　　　　（昭和？8．6．20受付）
Summary
　　The　existence　of　dynaniic　equ’ilibrium　in　plasma　protein　was　verified，　and　fractionatory　observa－
tion　of　labile　protein　was　conducted，　while　the　role　oiC　liver　function　in　each　case　was　investigated
＄imultaneously．
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